














Research on the accounting document of Karigane-ya: 
Accounting between customer and kimono maker in the process of clothes order by 

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































奥老女民部卿呉服支払書」（元和7年 1 月 13
日付け）とほぼ同様の表記形式による、元和7
年酉12月19日付け、元和七年酉の年の呉服注
文に対する支払いの一部についての確認書が包
まれていたと考えられる。
(13)徳川秀忠大奥老女民部卿呉服支払書 元
和8年
徳川秀忠大奥老女民部卿から雁金屋に宛てた、
元和8年戌2月20日付け、元和7年酉の年の呉
服注文に対する支払いが済んだことを雁金屋に
確認させる書簡。元和7年9月から 12月にかけ
て残金の支払いを行い、「残て三貰八百三十七匁
ハまけ申分惣以上合五拾貰八百廿七匁此
ふんにて右ノたか二あいすミ候」とあり、最後
に残った3貫837匁をまけさせて、すべて清算
が終わったことを雁金屋に確認させている。
(14)徳川秀忠大奥老女民部卿支払書元和8年
徳川秀忠大奥老女民部卿から雁金屋に宛てた、
元和8年戌6月22日付け、元和8年の呉服注文
に対する支払いの一部についての確認書。
(15)徳川秀忠大奥老女民部卿支払書元和9年
徳川秀忠大奥老女民部卿から雁金屋に宛てた、
元和8年戌12月18日付け、元和8年の呉服注
文に対する支払いの一部についての確認書。
(16)徳川秀忠大奥老女民部卿支払書元和9年
徳川秀忠大奥老女民部卿から雁金屋に宛てた、
元和9年亥5月13日付け、元和8年の呉服注文
に対する支払いの一部についての確認害。「受け
取りしようを上られ候べく候」とあり、雁金屋
に対し、支払いに対する領収害をくれるよう要
求している。
(17)徳川秀忠大奥老女民部卿染物代支払書
元和9年
-22-
呉服商雁金屋の会計文密が示すもの
徳川秀忠大奥老女民部卿から雁金屋に宛てた、
元和9年亥8月4日付け、元和8年の呉服注文
に対する支払いの一部についての確認書。「これ
にて戌のとしのふん みなみなすミ申候とのう
け取しやうを いたしあけ申し候へ＜候」とあ
り、雁金屋に対し、全額清算が済んだ旨の領収
書をくれるよう求めている。
(18)徳川秀忠大奥老女民部卿支払書元和9年
徳川秀忠大奥老女民部卿から雁金屋に宛てた、
元和9年亥12月22日付け、元和9年の呉服注
文に対する支払いの一部についての確認書。
むすび
以上、呉服商雁金屋に伝存した千代田城大奥
との会計文書のやり取りを通じて明らかになっ
た、上流武家女性の呉服注文における会計処理
について述べてきた。江戸時代における呉服注
文は、大きく分けて (1)呉服の受注と仕様決
定、 (2)呉服の制作、 (3)納品・代金の清算
という工程からなっているが、本論文では、こ
れまでまったく関心の寄せられていなかった呉
服注文における代金の清算に関する詳細を明ら
かにすることを目指した。もとよりその概要を
知り得たにとどまったが、さらなる資料の検討
によってこれがいっそう詳細にわかる日も来る
と思われる。
本研究は、科学研究費補助金•基盤研究C 「近
世呉服注文•制作に関する研究」 (2013 年度～
2015年度）、及び本学の平成28年度総合文化研
究所研究助成による「千代田城大奥女性の服飾
に見られる特徴と大奥における呉服注文の実態
に関する調査研究」の延長線上にあるものであ
り、同時に現在得ている科学研究費補助金•基
盤研究 C 「小袖雛形本・型染見本帳•色見本帳
等の所在及び現存状況に関する研究」 (2016年
--2018年）に関連する研究の中で、 2016年度か
ら17年年度にかけて得た成果を大きく含んで
いる。
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註1 「呉服」とは、日本の伝統的衣服のこ
とで、特に近世以降は小袖系の衣服（広
義の小袖）のうち高級な衣服を指す言葉
として使われていた。江戸時代には、紬・
木綿などの織物あるいはこれらで仕立て
られた小袖系衣服を「太物」と称したの
に対し、絹織物・上布、及びこれで仕立
てられた小袖系衣服を「呉服」と称した。
註2 「江戸時代初期における武家女性の呉
服注文関連資料と呉服注文の実態
慶長七年 (1602年）「御染地之帳」の記
述からわかることー」「総合文化研究所紀
要」第24号（平成30年3月刊行予定）
において、「御染地之帳」における記述の
特徴と、そこから窺がわれる武家女性の
呉服注文の実態について論述している。
註3 「あかき御つかい物」と記されている
ものに、「ちくれない」以外に「ちしろち
あさき 色々」と地が白や浅葱ほかいろ
いろなのものが含まれていることから、
「あかき御つかい物」とは、「色なし」と
は逆に、地色や模様に「赤」や「紅」が
用いられているもの、すなわち能装束で
いう「色入り」に当たるものであるとも
考えられる。
註4 但し、後出の類似記載では、中綿の単
価は同じであるが、使用批は9、1領につ
き200目、 300目と、同じ月に納品して
いるにもかかわらず、中綿の巌が異なっ
ている。理由はわからない。
